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【福祉の４つの助け】 

●自助：個人や家庭による自助努力（自分でできることは自分でする） 

●互助：地域社会における相互扶助（隣近所や友人，知人とお互いに助け合う） 

●共助：民間非営利活動・事業，ボランティア・住民活動，社会福祉法人などによる支え 

（「地域ぐるみ」福祉活動に参加して地域で助け合う） 

●公助：公的な制度としての保健・福祉・医療その他の関連する施策に基づくサービス供給 

（行政でなければできないことは，行政がしっかりとする） 

自助 公助 
地

域
の

 

生
活

課
題

 

 「地域ぐるみ」福祉活動  

（日常的な生活課題） 

身近な困りごと， 

安心・安全な環境 

地域住民の主体的な 

活動で対応できるもの 

行政施策として行うべきもの 

（地域住民だけではどうにも

ならないもの） 

地域住民と行政・関係機関などの 

連携協力（協働）の領域 

互助 共助 

分野別福祉計画 

（児童，高齢者，障害

のある人等に関す

る保健福祉計画） 

「地域ぐるみ」福祉 

活動への支援 

 

 

 

地域福祉計画とは，地域に根ざし，お互いを思いやり，助け合い，地域に暮らす誰もがその人ら

しく自立した生活を送るためのしくみ作りを行う計画です。 

住民，関係団体，行政などが，それぞれの役割の中でお互いに力を合わせる関係をつくり，「自

助」「互助」「共助」「公助」を重層的に組み合わせた「地域ぐるみの福祉」を推進するため，年齢

や障害の有無にかかわりなく，地域に暮らす全ての人が地域において互いに助け合っていくことが

必要となります。 

 

■「自助」「互助」「共助」「公助」と地域福祉計画の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26（2014）年度を初年度，平成 35（2023）年度を最終年度とする 10 年間を計画期

間とします。社会情勢の変化などに対し柔軟に対応できるよう，おおむね５年目（平成３０年度）

に中間の見直しを行うものとします。また，国の動向などの必要に応じて計画の見直しを行います。 

 

～ 地域福祉計画とは ～ 

～ 計画の期間 ～ 

２ 
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地域に住む人たちのさまざまな交流を通じて，人と人とのつながりを深め，お互いが助け合い，

誰もが安心して幸せに暮らせる地域をつくっていけるよう，基本理念と将来像を一体化し，次のよ

うに計画の基本理念を掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念を実現するために，３つの基本目標を設定し，地域福祉のまちづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 基本理念 ～ 

～ 基本目標 ～ 

 

基本目標３ 

安心して暮らせる環境づくり 

・情報提供，相談支援，権利擁護， 

 福祉のまちづくり 

地域活動が行いやすく

なるよう，まちの環境

やしくみを整えます 

人づくりと，地域づ

くりを繰り返し，地

域の輪を広げます 

基本目標１ 

地域のつながりを育む人づくり 

・交流，福祉教育，人材づくり 

基本目標２ 

助け合い・支え合いの地域づくり 

・活動への参加・支援，地域の連携 

広がる地域の輪 

 

３ 
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基本目標 １ 地域のつながりを育む人づくり 

 福祉の心とは特別なものではなく，本来，すべての人々の心の中に

あり，自然にわいてくる，人を大切にする支え合いの精神です。その

人々に共通した精神を，人から人へとつなぐ人づくりを進めます。 

 

（１）福祉意識の共有 

①地域福祉意識の普及啓発 ②福祉教育の推進 

③ふれあい・交流の場，活動の促進 ④生きがい・社会参加の推進 

 

 

 

 

 

 

 

（２）福祉を支える人づくり 

①地域のリーダー育成・支援 ②ボランティア活動の充実 

○地域で集まる機会を積極的につ

くります 

○地域行事・イベント等を開催しま

す。また，多くの人に参加を呼び

かけます 

地域・団体 

の役割 

○すべての人が文化・レクリエー

ション，地域活動，生涯学習等，

多様な活動に参加できるような

場・機会を提供します 

社会福祉協議会

の役割 

○地域福祉意識を共有できる機会

を充実・支援します 

○移動手段等を確保し，社会参加

しやすい環境を整備します 

行政の 

役割 

○リーダー育成の研修等へ参加し

ます 

○ボランティア・市民活動サポー

トセンターへ登録し，ボランテ

ィア活動へ参加します 

市民の役割 

○勤労者との交流をもち，後継者と

なる人材を育成します 

○これから退職して地域に戻る団

塊の世代の参加を促します 

地域・団体 

の役割 

○ボランティア研修の充実を図

り，活動の核となるリーダーを

育成します 

○ボランティア活動への参加のき

っかけづくりとなる講座や体験

事業等を充実します 

社会福祉協議会

の役割 

○リーダー育成のための講習や研

修を実施します 

○ボランティア・市民活動サポー

トセンターの活動を支援します 

 

行政の 

役割 

○隣近所同士であいさつや声かけ

をします 

○地域行事・イベント等に参加し，

ふれあい・交流の機会をもちま

す 

市民の役割 

４ 
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基本目標 ２ 助け合い・支え合いの地域づくり 

 地域に住みながら，地域以外の組織に属している勤労者層の地域

参加促進，団塊の世代等の知識・技術・経験の活用を進めます。 

 地域福祉活動の活発化を図るために，町内会等の住民自治組織や

福祉に関する市民活動団体等の活動を推進するとともに，多様な連

携体制を整備します。 

 

（１）新たな参加のための体制整備 

①勤労者の地域参加 ②団塊の世代等の知識・技術・経験の活用 

③各人ができることを活かせる場の提供 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域福祉活動の推進 

①地域福祉活動のあり方検討 ②市民活動団体の育成・支援 ③住民自治組織の育成・支援 

④活動の場の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）多様な連携体制の整備 

①地域福祉ネットワークの構築 ②保健・医療・福祉サービスの総合提供体制の整備 

③地域包括ケアの体制整備 ④教育機関との連携 

○地域活動やボランティアに参加

します 

○地域の一員として，自分のでき

ることを探し，行動します 

市民の役割 

○勤労者にしてほしい地域活動に

関する情報等を提供します 

○ボランティア育成講座やリーダ

ー育成講座に参加します 

地域・団体 

の役割 

○地域でさまざまな経験・能力を

もつ人材や団体のボランティア

等への登録を進めます 

社会福祉協議会

の役割 

○高齢者の就労支援の拡充を図り

ます 

○退職者向けの講座やセミナーを

開催します 

行政の 

役割 

○ボランティア活動に興味をも

ち，参加します 

○町内会等住民自治組織活動に

参加し，地域の中で自分の役割

をもちます 

市民の役割 

○ボランティア等の講座や研修

へ積極的に参加します 

○家族や友人，隣近所と一緒に参

加できるよう，声かけなどを心

がけます 

地域・団体 

の役割 

○子ども，高齢者，障害のある人

等の交流の場，憩いの場をつく

ります 

○ボランティアセンター等の情報

を発信します 

社会福祉協議会

の役割 

○ボランティア等の講座や研修

を実施します 

○地域福祉活動参加のきっかけ

となるよう，活動できる場の確

保や情報を提供します 

行政の 

役割 

○支援が必要な人がいたら，関係

機関・団体や行政へ連絡します 

○自分や家族の健康管理に気を遣

います 

市民の役割 

○地域の関係組織・団体が横のつ

ながりをもち，情報交換や交流

のできる機会・場をつくります 

○地域ぐるみの見守りや支援を

行います 

地域・団体 

の役割 

○団体，事業所等のサービスのコ

ーディネート機能を高めます 

○ボランティア等の活動へ支援を

行います 

社会福祉協議会

の役割 

○情報交換や交流の場を発展さ

せ，地域福祉ネットワークを構

築します 

○高齢者支援のネットワークをつ

くります 

行政の 

役割 

５ 
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基本目標 ３ 安心して暮らせる環境づくり 

 地域には多様な課題があり，それを解決するためには，多分野からの

対応が必要です。一人ひとりの思いやニーズに応えられる環境を整備

し，住民主体によるコミュニティの再構築を図るとともに，住民，地域，

行政等関係機関が一体となって，福祉のまちづくりの推進を図ります。 

 

（１）情報提供・相談体制の充実 

①わかりやすい情報提供の工夫 ②相談しやすい体制の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）権利擁護の推進 

①福祉サービス利用援助事業の普及促進 ②成年後見制度の利用促進 ③支援の必要な人への対応 

④権利擁護センター設置の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）福祉のまちづくりの推進 

①安心・安全なまちづくり ②ユニバーサルデザインによるまちづくり 

○自主的な防災・防犯対策を行い

ます 

○地域の危険箇所の把握に努め，

町内会や行政に情報を提供し

ます 

市民の役割 

○通学路の安全確保のため，防犯

パトロールを行います 

○外出や移動の困難な人がいた

ら，手助けをします 

地域・団体 

の役割 

○災害時における要援護者の適切

な避難体制を支援・整備します 

○公共施設や福祉施設，道路等の

バリアフリー化を進めます 

行政の 

役割 

○高齢者の見守りや防犯パトロ

ールなどを支援します 

○外出支援ボランティアなどの

養成・支援を図ります 

 

社会福祉協議会

の役割 

○暮らしやすい地域となるよう，

必要な情報を伝え合います 

○日頃からコミュニケーション

を図り，相談できる相手をつく

ります 

市民の役割 

○各種組織・団体の活動等の情報

を定期的に発信します 

○ひとり暮らし高齢者等と日頃

からコミュニケーションを図

り，信頼関係を築きます 

地域・団体 

の役割 

○多様な問題を抱えた人に対し，

専門的な相談に対応できる相

談員を育成・確保します 

社会福祉協議会

の役割 

○広報紙やホームページ等によ

る速やかな情報提供を行いま

す 

○高齢者，障害のある人，児童等

の相談窓口の充実を図ります 

行政の 

役割 

○判断能力が十分でない人等に

対する見守りを行い，相談にの

ります 

○虐待の可能性や引きこもり等

に気づいたら相談し，必要に応

じて通報します 

市民の役割 

○判断能力が十分でない人等に

対する見守りを行い，相談にの

ります 

○ひとり暮らし高齢者や閉じこ

もりがちな人などに対する見

守りを行います 

地域・団体 

の役割 

○福祉サービス利用援助事業が

必要な人へ事業を紹介します 

○判断能力が十分でない人の権

利や財産を守る成年後見制度

の普及啓発を行います 

社会福祉協議会

の役割 

○権利擁護に関する広報啓発活

動を進めます 

○法人後見利用の促進を図りま

す 

○市民後見人の養成を図ります 

行政の 

役割 

６ 
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本市では，アンケートや関係団体ヒアリングにおいて地域福祉を担う人の不足や災害時の対策，

人口減少社会における少子高齢化・核家族化の進行による生活不安といったことが多くあげられま

した。これらを踏まえ，計画の中で特に推し進めていく「重点プロジェクト」を以下の通り設定し

ました。 

 

重点プロジェクト１ 地域のリーダー養成とネットワーク体制の整備 
地域活動を担う人材の固定化，高齢化が進む中，新たな人材の育成・確保が必要となっています。

特に活動を束ね，地域の取組をコーディネートする活動リーダーの世代交代が今後の地域福祉の課

題となっています。課題解決のため，新たな体制づくり（勤労者の地域参加促進，団塊の世代・意

欲のある高齢者等の知識・技術・経験の活用）を進めます。 

 

 
 
 
 
 
 

重点プロジェクト２ 災害時要援護者避難支援行動の取組強化 

本市は，地域ごとに沿岸部，河川，傾斜地など，さまざまな特徴があり，日頃からそれぞれの地

域に応じた防災の取組が必要となっています。 

地域の防災意識の醸成を図るとともに，災害時要援護者避難支援について，日頃から地域で考え，

行動し，支え合う基盤をつくります。 

 

 
 

 

 
 
 

重点プロジェクト３ 権利擁護の推進 

今後，超高齢社会が見込まれる中で，認知症高齢者の増加が課題となります。また，精神障害者

保健福祉手帳，療育手帳の所持者も増加が続いています。 

今後，適切な自己判断が難しくなる人が増えることが予想されることから，日常の契約や各種サ

ービスの利用，金銭管理などにおける権利擁護についての取組を積極的に進めます。 

 

 
 

 

 

 

 

～ 重点プロジェクト ～ 

●地域福祉推進リーダー養成 

●地域福祉推進コーディネーターの設置 

●ボランティア・市民活動サポートセンターの強化 

●災害時要援護者対策の推進と実践体制の充実 

●福祉避難所等における住民の互助体制の構築 

●多言語の避難情報の提供 

●地域におけるサロン活動への支援拡充（高齢者，子育て世代，障害のある人等の交流促進） 

●福祉サービス利用援助事業の周知・利用促進 

●成年後見制度・任意後見制度の周知・利用促進 

●見守り支援体制の拡充 

●認知症のある人，知的障害や精神障害のある人への理解と支援の推進 

●認知症サポーターや認知症キャラバンメイト（認知症サポーター養成講座の講師）の養成 

７ 
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リバーサイド地域振興会 

三原市に流れる沼田川沿いの地域活性化のため，複数の地域にわたって定

期的なイベントや清掃活動などを行っています。荒れていた中土手の清掃美

化をはじめ，幼稚園児や保護者との花壇への種まきや，ウォーキング大会な

どを実施。地域の資源を見直しながら，環境整備と交流を促進しています。 

 

大和町和木地域における見守り活動 

自治振興会・自治区，地区社会福祉協議会，民生委員が連携し，地域の高齢者の見守りを行って

います。活動内容は，地元小学校との交流や，一人暮らし高齢者への配食活動など。高齢化が深刻

化する地域の中で，これまでも窓拭きやごみ出しなど支え合いを行ってきましたが，今後を見据え

平成 25（2013）年に地域全体で支えるしくみづくりを行うため，活動を開始しました。 

 

久井地区における障害のある児童の集いの場 

町内の保育士・養護教諭免許保持者で構成する発達支援グループ「ブルジョンアピュイ」（ブル

ジョン＝つぼみ，アピュイ＝支援）が，久井保健福祉センターの空室を活用し，子どもとの交流を

通じて発達の支援を行っています。地域の子どもたちに地域の人が関わることで，お互いの顔が見

える「支え愛・助け愛」となれるよう心を込めて活動しています。 

 

本郷地区における子育てサロン∞本郷 

主任児童委員・母子保健推進委員・地域ボランティア・本郷保

健福祉センター・社会福祉協議会が連携しながら，世代間交流や

子育て講演会，子育てマップ・子育て防災マップの作成など幅広

く活動を行っています。 

子育てサロン∞本郷の取組は，地域に即した先進的な事例とし

て民生委員・児童委員の全国大会でも紹介されています。 

 

日常生活サポートネット『ふれあいの町江木』 

久井町江木地区における地域ケア体制構築モデル事業をきっかけ

として，住民自治組織である江木自治区が中心となり毎年数回にわ

たって地域の困りごとを話し合う場を設けています。買い物など，

日常生活の困りごとやひとり暮らし高齢者などに関するアンケート

調査も実施しており，地域の声を受け止めながら，課題やその対応

策を話し合い，支援を実施しています。 

 

深町連合町内会だよりの発行 

毎月発行している広報誌「ふかまちのまど」で，町内会や町内

の各種団体等の活動情報の提供を行っています。如水館高校の協

力を得てホームページも開設し，戦中に深町へ疎開していた人や

先祖，縁のある歴史研究家などから連絡が来たりなど，交流が広

がっています。また，地域の小中学生全員の原稿を掲載するなど，

子どもの国語力向上にも一役かっています。 

 

 

～ 三原市における地域福祉の先進事例 ～ 

 

 三原市高齢者福祉課（地域福祉係） 〒723－8601 三原市港町三丁目５番１号 

電話：0848-67-6055（直通）  FAX：0848-64-2130 

 
問い合わせ先 

  

 


